
整理番号

【
二

日

目
】

１時限目

令
和
七
年
度

一
般
選
抜
問
題

一
期

【
二
日
目
】

国

語

【

試
験
時
間

午
前
十
時

～

午
前
十
一
時

】

注

意

事

項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

二
、
国
語
の
問
題
は
一
ペ
ー
ジ
か
ら
十
三
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。

三
、
解
答
用
紙
は
一
枚
で
す
。

四
、
試
験
中
に
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
の
印
刷
不
鮮
明
、
落
丁

（
ペ
ー
ジ
の
脱
落
）・
乱
丁
（
ペ
ー
ジ
の
乱
れ
）
に
気
付
い
た
場
合
は
、

手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
な
さ
い
。

五
、
問
題
冊
子
の
余
白
等
は
自
由
に
利
用
し
て
よ
い
が
、
ど
の
ペ
ー
ジ

も
切
り
離
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

六
、
試
験
時
間
は
六
十
分
で
す
。

七
、
受
験
番
号
と
氏
名
は
、
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄
に
記
入
し
な

さ
い
。

八
、
解
答
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

九
、
必
要
以
外
の
こ
と
を
解
答
用
紙
に
書
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

十
、
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
り
な
さ
い
。



次
の
文
章
は
、
田
中
大
介
『
電
車
で
怒
ら
れ
た
！

「
社
会
の
縮
図
」
と
し
て
の
鉄
道
マ
ナ
ー
史
』
の
一
部
分
で
あ
る
（
た
だ
し
、
少
し

書
き
換
え
た
）
。
読
ん
で
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
五
十
点
）

�

①イ

Ａ

ロ

②

一

―� 1�―



③

Ⅰ

Ⅰ

Ｂ

ハ

④

―� 2�―



Ｃ

ニ

Ｄ

⑤

ホ

―� 3�―



�

（
田
中
大
介
『
電
車
で
怒
ら
れ
た
！

「
社
会
の
縮
図
」
と
し
て
の
鉄
道
マ
ナ
ー
史
』
よ
り
）

問
一

傍
線
部
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

問
二

空
欄

イ

～

ホ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
次
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
た
だ
し
、
使
用
は

一
度
の
み
）
。

ａ

ま
た

ｂ

も
ち
ろ
ん

ｃ

た
と
え
ば

ｄ

た
だ
し

ｅ

だ
か
ら
こ
そ

問
三

傍
線
部
Ａ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
百
四
十
字
以
内
で

説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
四

空
欄

Ⅰ

に
は
ど
の
よ
う
な
語
句
が
入
る
か
。
本
文
中
か
ら
二
字
で
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
（
た
だ
し
、
空
欄

Ⅰ

は
二
つ
あ
る
）
。
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問
五

傍
線
部
Ｂ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
説
明
と
し
て
正
し
く
な
い
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

ａ

大
都
市
の
通
勤
電
車
に
お
け
る
読
書
は
、
他
者
と
視
線
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
第
三
空
間
」
を
消
極
化
し

よ
う
と
す
る
行
為
で
あ
る
。

ｂ

「
第
三
空
間
」
は
、
交
流
が
活
発
化
す
る
「
積
極
的
第
三
空
間
」
と
、
交
流
が
不
活
発
化
す
る
「
消
極
的
第
三
空
間
」
と
い
う
絶

対
的
区
分
に
大
別
さ
れ
る
。

ｃ

長
距
離
電
車
の
一
両
を
貸
し
切
り
に
し
て
会
社
の
歓
送
迎
会
な
ど
の
宴
会
を
実
施
す
る
場
合
、そ
の
車
内
は
「
積
極
的
第
三
空
間
」

で
あ
る
と
言
え
る
。

ｄ

「
消
極
的
第
三
空
間
」
に
は
、
普
段
人
が
多
い
繁
華
街
な
ど
で
も
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
交
通
規
制
が
行
わ
れ
、
人
び
と

の
通
行
が
制
限
さ
れ
る
場
所
も
含
ま
れ
る
。

ｅ

鉄
道
空
間
は
歴
史
的
観
点
か
ら
「
積
極
的
第
三
空
間
」
に
も
「
消
極
的
第
三
空
間
」
に
も
な
り
う
る
が
、
大
都
市
の
通
勤
電
車
は

「
消
極
的
第
三
区
間
」
と
言
え
る
。

ｆ

車
両
通
行
止
め
に
よ
っ
て
目
抜
き
通
り
な
ど
で
実
施
さ
れ
る
歩
行
者
天
国
は
、「
積
極
的
第
三
空
間
」
を
「
消
極
的
第
三
空
間
」

に
変
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
六

傍
線
部
Ｃ
「

」
と
ほ
ぼ
同
じ

意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
を
、
本
文
中
か
ら
三
十
五
字
で
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
七

傍
線
部
Ｄ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て

百
五
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。
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〈
こ
の
ペ
ー
ジ
は
余
白
で
す
〉
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次
の
文
章
は
、
須
藤
靖
『
宇
宙
す
る
頭
脳

物
理
学
者
は
世
界
を
ど
う
眺
め
て
い
る
の
か
？
』
の
一
部
分
で
あ
る
（
た
だ
し
、
少
し
書
き

換
え
た
）
。
読
ん
で
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。�

（
五
十
点
）

Ａ

イ
ロ

�

ハ

二
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�

Ｂ

ニ

ホ

Ｃ

①

②
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Ｄ

③

Ｅ

―� 9�―



④

Ⅰ

Ⅱ

⑤

Ⅲ

Ⅳ

�

（
須
藤
靖
『
宇
宙
す
る
頭
脳

物
理
学
者
は
世
界
を
ど
う
眺
め
て
い
る
の
か
？
』
よ
り
）
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��

��
問
一

傍
線
部
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

問
二

空
欄

イ

～

ホ

に
当
て
は
ま
る
語
句
を
次
の
語
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
必
要
に
応
じ
て
前
後
の
文
に
合
う
形

に
し
て
書
き
な
さ
い
（
た
だ
し
、
使
用
は
一
度
の
み
）。

悦
に
入
る

時
々
刻
々

腑
に
落
ち
る

意
を
汲
む

暗
黙
の
う
ち
に

問
三

傍
線
部
Ａ
「

」
に
つ
い
て
、
筆
者
の
考
え
を
次
の
よ
う
な
表
に
ま
と
め
た
。
次
の
表
の
空
欄
①
と
②
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
ａ
～
ｆ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

「
一
般
相
対
性
原
理
」
の
物
理
学
的
な
定
義

①

「
一
般
相
対
性
原
理
」
を
一
般
向
け
に
説
明
し
た
例

②

ａ

物
理
屋
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
特
殊
相
対
性
理
論
を
指
し
て
相
対
論
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
く
、
一
般
の
方
々
と
は
逆
で
あ
る
こ
と
。

ｂ

世
の
中
は
一
般
に
相
対
論
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
物
事
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
環
境
の
影
響
は
受
け
に
く
い
こ
と
。

ｃ

物
理
法
則
を
記
述
す
る
方
程
式
は
、
ど
の
よ
う
な
座
標
系
を
用
い
て
書
い
て
も
同
じ
形
に
な
る
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
。

ｄ

専
門
家
以
外
の
一
般
の
方
々
の
場
合
、
相
対
論
と
聞
く
と
一
般
相
対
論
を
、
特
殊
な
人
々
は
特
殊
相
対
論
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
。

ｅ

物
事
の
判
断
が
人
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
、そ
れ
ら
を
取
り
ま
く
環
境
と
の
相
対
的
な
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
る
た
め
で
あ
る
こ
と
。

ｆ

あ
ら
ゆ
る
物
事
の
関
係
を
深
い
人
生
訓
を
示
す
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
と
絶
対
的
な
関
係
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
こ
と
。
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問
四

傍
線
部
Ｂ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
具
体
例
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ

日
本
語
は
、
疑
問
文
が
肯
定
か
否
定
か
に
関
わ
ら
ず
Ｙ
ｅ
ｓ
、
Ｎ
ｏ
と
答
え
る
英
語
の
よ
う
に
は
硬
直
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

ｂ

日
本
語
で
も
英
語
の
よ
う
な
思
考
法
を
す
る
こ
と
が
、
物
理
学
を
理
解
す
る
た
め
の
早
道
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

ｃ

日
本
語
で
は
、
家
族
構
成
の
変
化
に
伴
い
名
称
の
基
準
点
が
変
化
し
、
家
族
か
ら
の
呼
ば
れ
方
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
。

ｄ

英
語
で
は
明
確
な
自
己
主
張
こ
そ
が
絶
対
的
で
あ
る
こ
と
に
、
日
本
人
は
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

ｅ

日
本
語
で
も
英
語
で
も
、
否
定
疑
問
文
に
答
え
る
と
き
は
、
質
問
者
の
意
図
を
気
に
し
て
迷
う
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
。

問
五

傍
線
部
Ｃ
「

」
と
あ
る
が
、
次
の
表
は
そ
の
調
査
結
果
を
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
①
～
④
に
あ

て
は
ま
る
も
の
を
次
の
ａ
～
ｇ
の
国
名
か
ら
選
び
、
記
号
で
書
き
入
れ
な
さ
い
（
た
だ
し
、
使
用
は
一
度
の
み
）。

ａ

ド
イ
ツ

ｂ

ア
メ
リ
カ

ｃ

日
本

ｄ

ロ
シ
ア

ｅ

イ
タ
リ
ア

ｆ

中
国

ｇ

フ
ラ
ン
ス

国
名

正
解
を
示
す
記
号

不
正
解
を
示
す
記
号

①

〇

✕

②

✓

〇
ま
た
は
✕

③

な
に
も
つ
け
な
い

✕
ま
た
は
下
線

④

✓
ま
た
は
、
小
さ
く
「
ｒ
」

下
線
ま
た
は
、
小
さ
く
「
ｆ
」

問
六

傍
線
部
Ｄ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。「
解
釈
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
九
十
字

以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
七

傍
線
部
Ｅ
「

」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。
九
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

―� 12�―



問
八

空
欄

Ⅰ

～

Ⅳ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
次
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
た
だ
し
、
同
じ
言

葉
を
何
回
選
ん
で
も
よ
い
）。

ａ

相
対

ｂ

絶
対
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